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▪
山
旅
は
こ
こ
か
ら

　
こ
こ
は
伊
吹
山
麓
、
小

泉
集
落
で
す
。
林
の
中
に

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
幻
想
的
な
早
春
の
世

界
、
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
の
大

群
落
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ（
節

分
草
）は
、
文
字
通
り
、

旧
暦
の
節
分
の
頃（
３
月

半
ば
）に
花
の
時
期
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前

が
つ
き
ま
し
た
。
深
く
羽

状
に
切
れ
込
ん
だ
葉
の
上

に
、
が
く
が
変
化
し
た
白

い
花
び
ら
が
同
じ
向
き
で

可
憐
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
私
の
山
旅

は
、
こ
の
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ

と
の
出
逢
い
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

▪
見
事
な
大
群
落

　
集
落
に
あ
る
お
寺
に
立

ち
寄
る
と
、
そ
の
境
内
に

は
、
旧
暦
の
元
日
に
咲
く

黄
金
色
の
花
、「
福
告
ぐ

草
」、
転
じ
て
フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ（
福
寿
草
）が
輝
い
て

い
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
山
側
に
進
ん

で
い
く
と
、
小
さ
な
谷
川

の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
ワ
サ
ビ
、
フ
キ

ノ
ト
ウ
、
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ

ミ
、
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ

レ
、
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
ハ

コ
ベ
な
ど
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
白
い

花
弁
の
ス
ハ
マ
ソ
ウ（
州

浜
草
）が
元
気
に
存
在
感

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
は
、
林
道
歩
き
で

大
久
保
集
落
へ
と
向
か
い

ま
す
。
上
の
方
に
目
を
や

る
と
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の

鮮
や
か
な
黄
花
が
、
足
元

に
は
、
所
々
繁
茂
し
て
い

る
シ
ャ
ガ
の
白
花
が
清
ら

か
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　
大
久
保
集
落
に
到
着
。

群
生
地
と
し
て
そ
の
名
を

馳
せ
て
い
る
通
り
、
セ
ツ

ブ
ン
ソ
ウ
の
大
群
落
は

「
見
事
」と
し
か
形
容
が
で

き
ま
せ
ん
。
一
面
が
花
畑

で
す
。
日
の
当
た
る
林
の

ふ
ち
に
は
、
ユ
リ
科
の
キ

バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ（
黄
花
の

甘
菜
）が
単
独
で
開
花
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
下

板
並
集
落
ま
で
足
を
延
ば

す
と
、
大
輪
の
ア
ズ
マ
イ

チ
ゲ（
東
一
華
）の
群
生
を

鑑
賞
で
き
ま
す
。

▪
希
少
な
自
生
地

　
今
回
紹
介
し
た
早
春
の

花
は
、
今
や
自
生
地
も
少

な
く
な
り
大
変
希
少
で

す
。
集
落
の
方
々
の
献
身

的
な
保
全
努
力
の
上
に
成

っ
て
い
ま
す
。
訪
れ
る
際

に
は
、
道
を
外
れ
な
い
な

ど
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
、
早
春
の
世

界
を
体
い
っ
ぱ
い
感
じ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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林の中に足を踏み入れると、幻想的な早春の世界
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